
. ヒグマについてのお知らせ  . 
5 月に入って以降、目視を含むヒグマ情報が徐々に増えてきまし

たが、件数は例年とほぼ変わりありません。情報の中身を見ると、

ほとんどはそのとき限りのもので、特に継続的な注意や対応を要す

るものではありませんでした。ただ月半ばの 1 週間ほどにわたり、

下トマムで同じ個体が繰り返し見られ、人への警戒心が薄い様子か

ら、過剰接近のおそれありとして巡視や追い払いを実施しました。 

6 月になると、フキやイタドリの茂みは高く濃くなり、見通しが悪くなります。

こうした草の多い場所はヒグマのえさ場にもなるため、接近接触の危険性がいよい

よ高くなります。複数人で行動する、音を鳴らす、ヒグマの気配に注意するなどの

簡単な対策を着実に行い、人身事故を防いでいきましょう。 

 

 
 
 
  
 
 
  
  
 
 
 
 
  

 
  
  
 
 

次のような状況はすぐに対策が必要です。 

住宅や事業所等、人の生活する場所に現れた。 

道路上や道路脇、農地に居座っている。 

人に気付いても逃げない。 

人に近づく素振りを見せる。あとを付けてきた。 

持ち物を奪われた。 

農作物や生ゴミなど、人工物を食べている。 

人や家畜、ペットが襲われた。 

ヒグマが車と衝突、けがをして道路周辺にいる。 
 

次のような状況では、静観できると考えられます。 

山間部で道路の横断を目撃した。痕跡があった。 

山林内でヒグマの痕跡を見た。 

山林内でヒグマを目撃した。ヒグマは立ち去った。 

 
よろしくお願い致します。占冠村役場 農林課 林業振興室 電話０１６７－５６－２１７４ 

すぐにお知らせください。 
状況に応じ、注意喚起や立入制

限、追い払いや捕獲等の対処を

します。 

占冠村役場 農林課 

 林業振興室 野生鳥獣担当 

０１６７－５６－２１７４ 

 占 冠 駐 在 所 

０１６７－５６－２１１０ 

役場林業振興室に情報をお寄せ

ください。生息状況の基礎デー

タとして集積し、対策に活かして

まいります。 

ヒグマ情報マップは村ホームページにも掲載しています ☞ 
http://www.vill.shimukappu.lg.jp/shimukappu/section/ 
nourin/ringyou/nmudtq000002reii.html 

 注）情報の有無に係

わらず、村内は、ど

こでもヒグマがいる

可能性があります。 

令和５年６月 広報おりこみ 

情報提供：酪農学園大学 

電波標識個体の
追跡情報（5/26） 

オス成獣 
依然として電波 
途絶。 
データは絶望的 

メス成獣 
4／2 の活動開始以降、上トマ
ム北方から落合にかけての林内
で過ごす。4／29 に上トマム
で目撃され、子 3 頭連れと確
認された。5 月初旬に 4 日間
リゾートエリアで過ごし、以後
は再び落合串内方面に所在。 

5/15 昼間 
1 頭目撃か 

5/20 頃 
放牧地にて 
ミズバショ 
ウ等食痕 

5/20 
糞(草本) 

5/27  
11 時頃 
国道沿い 
目撃 1 頭 5/18 

糞(草本) 

5/9 早朝 
中大型 
1 頭目撃 

5/11 朝 
小型 1 頭 
目撃 

5/8 の 10 時頃 
大型 1 頭目撃 

4/29 19:45  
標識個体目撃 
子３頭初確認 

 

5/13 15:55 
中小型１目視 

5/9 昼間 
列車より 
１頭国撃 

5/19 6:30  
中小型１目視 
追い払い 

5/15 17:40 
中小型１目視 

写真提供:八木さん 写真提供:坂口さん 

写真提供:江頭さん 

 

 5/23  
19:12 
中大型 1 
目撃 

5/15 7:30 頃 
成獣 1 道東道横断 

 

5/5 朝  
親子 4 頭目撃 
標識個体か 

 同一個体か   



/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

 
ヒグマからの攻撃を受けないための原則は、まず自身とヒグマとの距離を取ること、そして自身が不利

な状況で、場所や物をヒグマと争奪する関係にならないことです。 

林業や登山、釣り、山菜採りなどは、できるだけ複数人で行動しましょう。ヒグマが近くにいると想定

して見通しのよい進路、クマ鈴の使用、前途への声掛け、食料の管理等を心掛けてください。また自身が

ヒグマの気配を探り、より早く気付くようにする努力も大切です。 

日常の生活空間では、ヒグマの隠れ場所や食

べ物になる草やぶを取り除き、食品や生ごみは

ヒグマの手に届かないよう管理しましょう。 
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酪農学園大学の占冠調査 
今年も始動しました!! 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

〇 すべきこと × しないほうがよいこと 

・立ち止まる 

・落ち着いて観察 

・同行者、付近の人と集まる 

・背を見せずに、歩いて離れる 

・大声で悲鳴 

・物を投げつける 

・同行者と散り散りになる 

・背を向けて走って逃げる 

広報 令和５年６月号おりこみ 

もういちど たしかめましょう ヒグマ対策 

それでもヒグマと 

出会ってしまった 

ときは 👉  
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            占冠村役場 農林課 林業振興室 野生鳥獣専門員 
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酪農学園大学(江別市) 

の野生鳥獣管理学研究室 

（伊藤哲治助教）の調査 

チームが、5 年目となる今期の活動を始 

めました。4 月から 11 月にかけて、村 

内の森林や河川でシカ、ヒグマ、アライ 

グマの調査を行います。ただ観察するだ 

けでなく、捕獲や追跡を交えた「攻め」 

の研究活動が期待されます。成果につい 

ては、村のヒグマミーティングなどで皆 

さまに紹介していきたいと思います。 

注：ヒグマ個体の認識であり、事実と異なる場合があります 


